第1章　総　　則

第１　推進計画の目的
　　　本市は、東南海・南海地震が発生した場合、著しい地震被害が生ずるおそれがあるため、平成１５年１２月の中央防災会議において、「東南海・南海地震の防災対策推進地域」に指定された。
　　　　この計画は、東南海・南海地震に係る地域防災対策の推進に関する特別措置法（平成１４年法律第９２号。以下「法」という。）第６条第１項の規定に基づき、東南海・南海地震に係る地域防災対策推進地域について、東南海・南海地震に伴い発生する津波からの防護及び円滑な避難の確保に関する事項、東南海・南海地震に関し地震防災上緊急に整備すべき施設等の整備に関する事項等を定め、当該地域における地震防災体制の推進を図ることを目的とする。
第２  防災関係機関が地震発生時の災害応急対策として行う事務又は業務の大綱

本市の区域内の公共的団体その他防災上重要な施設の管理者（以下「防災関係機関」という。）は、地震災害の未然防止と被害の軽減を図るため、相互に連携・協力しながら、事務又は業務について総合的かつ計画的に実施し、災害に対する危機管理機能の向上に努めなければならない。                                            
なお、本市及び関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱については、『泉南市地域防災計画』地震災害対策編 (以下「地震対策編」という)第１章第３節　第１　「防災責任者の処理すべき事務又は業務の大綱」(P.3)の定めるところによる。
第３  推進計画に定めの無い対策
この計画に定めの無い予防対策及び災害応急対策については、『泉南市地域防災計画』地震災害対策編の定めによるところによるものとする。
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